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長く抑制を強いられた社会、経済活動は、昨春の新型コロナウィルス５類移行後は順調な回

復を見せ、堅調な企業業績を背景とした景気上昇は長期停滞を脱して、既に過熱感さえ見せ始

めています。 
鉄道輸送においても、海外からのインバウンドをはじめ国内旅行需要は大いに活気を帯びて

おり、JR各社はこの間に取り組んできた様々な施策により、計画を大きく上回る業績を確実な

ものとしています。 

一方、鉄道輸送のベースとなるビジネスや通勤・通学需要などを見る限り、コロナ以前とは

大きく様変わりをして低調な状況が続くものと思われ、JR各社においては更なる需要喚起や生

産性の向上などに加えて、経営資源を利益成長分野にシフトするなど、更に施策の推進、変革

を速めています。 

協会会員各社においては、技術の継承や従業員の確保が引き続き課題となるなかで、JRグル

ープの一員としてより主体的な役割を担い、安全安定輸送の確保、経営の効率化及びお客さま

サービスの向上、安心を提供することが一層求められています。 

以上のような状況を十分に認識し、会員会社相互間の課題共有・情報交換を目的とした各種

委員会、経営幹部を対象としたセミナー、従業員の知識・技能の向上に資する講習会の開催や、

協会誌「きずな」の充実、各種表彰などを進めると共に、従来にも増してより幅の広い分野へ

のテーマ展開や、次代を担う人たちの参画による活性化を図り、会員各社の負託に応えられる

よう全力を挙げて取り組んでまいります。 

2024年度事業計画は、下記のとおりであります。 

 

記 

 

Ⅰ 会 務 関 係       

1 会議の開催 

(1) 定時社員総会 

(2) 理事会 

 

Ⅱ 事 業 関 係       

1 会員会社に共通する諸問題に取り組むため、代表者会議及び総務部長会議を開催す 

る。 

2 会員会社相互間の情報交換、業務知識並びに技術力の向上、新技術の調査･研究を図 

るため、専門委員会及び講習会等を開催する。 

(1)  作業近代化委員会 

(2) 構内作業委員会 

(3) 検修作業委員会 

(4) サービス向上委員会(清掃･駅業務) 

(5) 編集委員会  

(6) 経営セミナー 



 

(7) 新任役員セミナー  

(8)   社員の技能と資質向上のための研修会、講習会等を開催する。 

① 管理者安全講習会 

② ＱＣ活動(ﾘｰﾀﾞｰ・支援者)講習会 

③ ＱＣ活動全国発表大会 

④ 職能別安全衛生に関する講習会 

⑤ 技術講演会、各種見学会 

3 刊行物の配布 

(1) 協会誌「きずな」を発行し、会員会社および関係各所に配布 

(2) 会社要覧、会員会社名簿等の作成及び配布 

(3) 労働災害統計の作成及び配布 

4 資格認定業務 

(1) 技術員資格認定講習会の開催及び認定試験の実施 

(2) 資格認定業務審議会及び小委員会の開催 

(3) 作業安全責任者資格認定の講習会の開催 

5 表 彰 関 係       

(1) 定期表彰の実施 

① 優良団体  

② 優良社員 

③ 作業近代化功労  

④ 構内作業功労  

⑤ 検修作業功労  

⑥ サービス向上功労   

⑦ 協会誌「きずな」優秀作品 

(2)   随時表彰の実施 

安全成績優良団体表彰：安全作業の確立に努め、優秀な成績を上げた団体 

(3) 叙勲、国土交通大臣表彰、褒章の推薦 

 6 海外鉄道事情の視察 

   スペイン、ドイツを訪問し、鉄道会社、駅、高速鉄道、国際鉄道見本市（イノトランス）

などの視察及び体験乗車 

7 事務局関係       

(1) 協会のＰＲ 

① 交通新聞に設立記念式典及びＱＣ活動全国発表大会の記事を掲載 

② 交通新聞に広告を掲載 

③ ホームページの更新 

(2) 事務の能率化 

(3) その他必要な事業の展開 


